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 福井県立病院使用料および手数料徴収条例施行規則の一部を改正する規則を公布する。 

  令和６年１２月３日 

      福井県知事 杉本 達治 

福井県規則第４４号 

   福井県立病院使用料および手数料徴収条例施行規則の一部を改正する規則 

 福井県立病院使用料および手数料徴収条例施行規則（昭和２５年福井県規則第２７号）の一部を次のように改正する。 

 次の表の改正前欄に掲げる規定を同表の改正後欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。 

   附 則 

 この規則は、公布の日から施行する。 

改正後 改正前 

別表（第３条関係） 

区分 金額 

１～２６ （略） （略） 

２７ （略） （略） 

２８ ＲＳウイルス（妊婦用） ２万９，７６０円 

２９ （略） （略） 

３０ （略） （略） 

３１ （略） （略） 

３２ コロナウイルス １万５，０２０円 
 

別表（第３条関係） 

区分 金額 

１～２６ （略） （略） 

２７ （略） （略） 

２８ （略） （略） 

２９ （略） （略） 

３０ （略） （略） 

 

規 　 則
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福井県告示第４８１号
　福井県青少年愛護条例（昭和３９年福井県条例第１５号）第１０条第１項の規定に基づ
き、次のものを青少年の健全な育成に有害な興行として指定したので、同条第２項の規定
により公示する。
　　令和６年１２月３日
　　　　　　福井県知事　杉本　達治
指定理由 　著しく性的感情を刺激し、または著しく粗暴性、残虐性もしくは犯罪を誘発助

長する性質を有し、青少年の健全な育成を阻害するおそれがある。
指定年月日　令和６年１１月２１日
種別 題名 制作会社、配給会社等名

映画 密着満開　アソコでくつろぐ 東盛組
〈オーピー映画〉

映画 巨乳コテージ　まさぐりの夜 下村組
〈オーピー映画〉

映画
最も重要なものは愛
（原題）
L’IMPORTANT C’EST D’AIMER

コピアポア・フィルム
（フランス）

映画
テリファー　聖夜の悪夢
（原題）
TERRIFIER 3

プルーク
（アメリカ）

映画
人肉ラーメン
（原題）
MEAT　GRINDER

ユナイテッドエンタテインメント
（タイ）

　 　
福井県告示第４８２号
　生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）第５４条の２の規定により指定介護機関から
その業務を廃止する旨の届出があったので、同法第５５条の３の規定により、次のとおり
告示する。
　　令和６年１２月３日
　　　　　　福井県知事　杉本　達治

指定介護機関番号 サービスの種類 届出事項 名称 廃止年月日 介護機関住所

1871700702 （介護予防）短期入所生活介護 廃止 ショートステイやすらぎさかい 令和6年11月30日
〒９１９－０５３７
福井県坂井市坂井町折戸１－５８

告 　 示
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福井県告示第４８３号
　介護保険法（平成９年法律第１２３号）第４１条第１項に規定する指定居宅サービス事
業者を指定したので、同法第７８条の規定により、次のとおり公示する。
　　令和６年１２月３日
　　　　　　福井県知事　杉本　達治

事業所
事業者の名称 指定年月日 サービスの種類

番号 名称 所在地

1870700752 訪問介護まごのて丹南
福井県鯖江市
小黒町1丁目15番8号 株式会社若泉Ｌ＆Ｌ 令和6年11月1日 訪問介護

　 　
福井県告示第４８４号
　介護保険法（平成９年法律第１２３号）第７５条第２項に規定する指定居宅サービス事
業の廃止届出があったので、同法第７８条の規定により、次のとおり公示する。
　　令和６年１２月３日
　　　　　　福井県知事　杉本　達治

事業所
事業者の名称 廃止届出

受理年月日 廃止日 サービスの種類
番号 名称 所在地

1871700702 ショートステイやすらぎさかい
福井県坂井市
坂井町折戸1-58 （福）坂井来春会 令和6年10月28日 令和6年11月30日 短期入所生活介護

1860790094 訪問看護ステーションスマイル・スマイル
福井県鯖江市
平井町31-11-25 （同）優和 令和6年11月7日 令和6年11月30日 訪問看護

　 　
福井県告示第４８５号
　介護保険法（平成９年法律第１２３号）第１１５条の５第２項に規定する指定介護予防
サービス事業の廃止届出があったので、同法第１１５条の１０の規定により、次のとおり
公示する。
　　令和６年１２月３日
　　　　　　福井県知事　杉本　達治

事業所
事業者の名称

廃止届出
受理年月日

廃止日 サービスの種類
番号 名称 所在地

1861690012 ひかり訪問看護ステーション
福井県吉田郡永平寺町
山王7-28 （医）雄久会 令和6年10月25日 令和6年10月1日 介護予防

訪問看護

1871700702 ショートステイやすらぎさかい
福井県坂井市
坂井町折戸1-58 （福）坂井来春会 令和6年10月28日 令和6年11月30日 介護予防短期入所生活介護
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1860790094 訪問看護ステーションスマイル・スマイル
福井県鯖江市
平井町31-11-25 （同）優和 令和6年11月7日 令和6年11月30日 介護予防訪問看護

　 　
福井県告示第４８６号
　土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第４８条第１項の規定に基づき、令和６年１
１月２２日付けで福井足羽土地改良区の土地改良事業（維持管理事業）の計画変更を認可
したので、同条第１１項の規定により告示する。
　　令和６年１２月３日
　　　　　　福井県知事　杉本　達治
　 　
福井県告示第４８７号
　土地収用法（昭和２６年法律第２１９号。以下「法」という。）第２０条の規定に基づ
き、事業の認定をしたので、法第２６条第１項の規定により、次のとおり告示する。
　　令和６年１２月３日
　　　　　　福井県知事　杉本　達治
第１　起業者の名称
　　坂井市
第２　事業の種類
　　東尋坊再整備事業
第３　起業地
　１　収用の部分
　　　福井県坂井市三国町安島６０字西松外レ地内
　　　福井県坂井市三国町安島６４字東尋坊地内
　２　使用の部分
　　　なし
第４　事業の認定をした理由
　 　申請に係る事業は、以下のとおり、法第２０条各号の要件を全て充足すると判断され
るため、事業の認定をしたものである。
　１　法第２０条第１号の要件への適合性
　　 　申請に係る事業は、福井県坂井市三国町安島地内で施行する「東尋坊再整備事業」
（以下「本件事業」という。）のうち、上記の起業地に係る部分である。

　　 　本件事業は、坂井市が自然公園法（昭和３２年法律第１６１号）に基づき東尋坊地
域の観光施設、道路および駐車場の再整備を行う事業であり、法第３条第２９号に該
当する。

　　 　したがって、本件事業は、法第２０条第１号の要件を充足すると判断される。
　２　法第２０条第２号の要件への適合性
　　 　起業者は、事業に要する費用を令和２年度から令和６年度にかけて、議会の議決を
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経て予算化しており、また、今後も予算化することとしている。さらに、国土交通省
所管の社会資本整備総合交付金を受けており、また、福井県交流文化部観光誘客課か
ら東尋坊活性化事業補助金を受けている。このことから、事業を遂行する意思および
経済的能力を有していると認められる。

　　 　また、起業者は、地方公共団体であり事業を遂行する実際的能力も有していると認
められる。

　　　したがって、本件事業は、法第２０条第２号の要件を充足すると判断される。
３　法第２０条第３号の要件への適合性
　⑴　得られる公共の利益
　　 　坂井市では、昭和５０年から平成１７年まで人口増加が続いていたが、平成２２年
の国勢調査では人口減少期に入ったことが確認され、持ち直しの兆しがないまま現在
に至っている。持続可能な自治体運営を実践していくためには、人口減少克服のため
の様々な分野に亘る施策の戦略的な取り組みや、市民満足度の高い魅力あふれる個性
的なまちづくりの実現等が求められる。

　　 　そこで坂井市は、交流人口・関係人口の増加や地域経済の好循環の拡大のため「坂
井市観光ビジョン戦略基本計画」を策定した。坂井市はこの計画のもと、東尋坊の更
なる魅力向上を図り、本件事業を施行するところである。

　　 　本件事業では、「通過型観光地からの脱却」、「リピーターの確保」、「商店街の
魅力向上」、「駐車場の再整備」といった課題の解決を目指している。そこで、雄大
な景色を楽しめる安全な散策路や広場、冬季や荒天時にも高い収容力を要するビジタ
ーセンターの整備により滞在型観光地を目指し、リピーターの確保にもつなげること
を企図している。また、周辺の観光および宿泊施設との周遊を促す交通拠点の整備を
行い、観光客が利用しやすい駐車場の整備も行う。さらに、老朽店舗の取壊しを行う
とともに、散策路と一体として新しい商店街ブランチの整備を行い、回遊性を高め商
店街の魅力向上を図る。

　　 　これにより、観光客の滞在性や回遊性など満足度の向上に寄与し、交流人口・関係
人口の増加や地域経済の好循環の拡大を図る。令和１１年度には東尋坊への年間入込
客数２００万人、観光消費額４５００円／人への増加、滞在時間９０分／人への延長
が見込まれる。

　　 　したがって、本件事業の施行により得られる公共の利益は、相当程度存すると認め
られる。

　⑵　失われる利益
　　 　起業地およびその周辺における環境への影響については、起業者が福井県エネルギ
ー環境部環境政策課に確認したところ、本件事業においては「環境影響評価法（平成
９年法律第８１号）および福井県環境影響評価条例（平成１１年福井県条例第２号）
に基づく環境影響評価その他の手続は必要」ない旨の回答があった。また、起業者が
福井県エネルギー環境部自然環境課に確認したところ、本件起業地は「絶滅のおそれ

のある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年法律第７５号）に規定される生
息地等の保護に関する規制区域に該当しない」旨の回答があった。さらに、工事施工
中には環境適合基準に適合した建設重機を使用するなど、環境阻害への対策を講じる
こととしている。

　　 　また、本件事業を施行する区域は、文化財保護法（昭和２５年法律第２１４号）に
基づき起業者が保護のため特別の措置を講ずべき文化財包蔵地区に含まれていない。

　　 　したがって、本件事業の施行により起業地の周辺環境や野生動植物、埋蔵文化財へ
与える影響は軽微なものであり、本件事業の施行により失われる利益は、軽微である
と認められる。

　⑶　事業計画の合理性
　　 　本件事業に係る起業地の選定に当たっては、候補地３か所について検討が行われて
いる。申請案は、ビジターセンター・公園広場の整備とともに、商店街の再編、点在
する駐車場の集約と合わせて交通広場の再整備を行う。さらに、事業費が最も安価で
ある。

　　 　これに対し第２案は、新しい商店街整備が行われるものの、空き店舗や老朽建物を
含む既存商店街は残存し、駐車場の点在は解消されない。また、開発に伴う自然緑地
の改変量が多いため景観的な植生が必要になり、事業費が申請案に比べ多額となる。

　　 　また、第３案は、商店街を一新し、駐車場の一部集約を行うが、商店街の再開発に
長期間の工事が必要になり、駐車場の一体化は一部にとどまる。事業費は申請案に比
べ著しく多額となる。

　　 　したがって、第２案、第３案はともに社会的、技術的、経済的な面で申請案に劣る
。

　　 　よって、社会的、技術的および経済的な面を総合的に勘案すると、申請案が最も合
理的であると認められる。

　　 　以上のことから、本件事業の施行により得られる公共の利益と失われる利益を比較
衡量すると、得られる公共の利益は、失われる利益に優越すると認められる。

　　 　したがって、本件事業は、土地の適正かつ合理的な利用に寄与するものと認められ
るため、法第２０条第３号の要件を充足すると判断される。

４　法第２０条第４号の要件への適合性
　⑴　事業を早期に施行する必要性
　　 　令和５年度、新型コロナウイルス感染症が第５類に移行され、北陸新幹線の金沢～
敦賀間が開業したことで、現在観光およびインバウンド需要の上昇が見込まれている
。これに加え、大阪・関西万博開催が令和７年、中部縦貫自動車道県内全線開通が令
和８年以降に控えており、福井県がまさに１００年に一度の好機を迎えている今、交
流人口・関係人口の増加や地域経済の好循環の拡大を目指す坂井市は、早期に事業を
施行する必要性が高いものと認められる。

　　　以上のことから、本件事業を早期に施行する必要性は高いものと認められる。
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　⑵　起業地の範囲および収用または使用の別の合理性
　　 　本件事業に係る起業地の範囲は、本件事業の事業計画に必要な範囲であると認めら
れる。

　　 　また、収用の範囲は、必要最小限の範囲であり、収用または使用の範囲の別につい
ても合理的であると認められる。

　　 　したがって、本件事業は、土地を収用し、または使用する公益上の必要があると認
められるため、法第２０条第４号の要件を充足すると判断される。

５　結論
　 　以上のとおり、本件事業は、法第２０条各号の要件を全て充足すると判断される。
第５　法第２６条の２第２項の規定による図面の縦覧場所
　　坂井市役所産業政策部観光交流課
　 　
福井県告示第４８８号
　建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）第４２条第１項第５号に規定する道路の位置
を指定したので、建築基準法施行規則（昭和２５年建設省令第４０号）第１０条の規定に
より、次のとおり公告する。
　　令和６年１２月３日
　　　　　　福井県丹南土木事務所長　笹木　俊和
１　申請者の住所ならびに名称および代表者の氏名
　　丹生郡越前町江波第８９号１番地３
　　タケウチ住建株式会社　代表取締役　竹内　孝明
２　道路位置の指定表示

道路の指定を受けた位置 幅　員
（単位：メートル）

延　長
（単位：メートル）

丹生郡越前町江波８９字花立
５４番４ ６．００ ３５．０６

１　大規模小売店舗の名称および所在地
　　Ｌｐａ＋（エルパプラス）
　　福井県福井市大和田２丁目４１８番地
２ 　大規模小売店舗を設置する者の氏名または名称および住所ならびに法人にあっては代
表者の氏名

　　株式会社フクイモール
　　代表取締役　石田　敬一
　　福井県福井市大和田町第３２号２４番地１
３　変更した事項
　 　大規模小売店舗において小売業を行う者の氏名または名称および住所ならびに法人に
あっては代表者の氏名

　（変更前）
　　・株式会社大創産業
　　　代表取締役　矢野　靖二
　　　広島県東広島市西条吉行東１丁目４番１４号
　　・株式会社フクイモール
　　　代表取締役　石田　敬一
　　　福井県福井市大和田町第３２号２４番地１
　（変更後）
　　・株式会社電陽社
　　　代表取締役　三宅　達三
　　　富山県砺波市新又１５２番地２
４　変更の年月日
　　令和７年４月１８日
５　変更する理由
　　小売店業者の変更のため。
６　届出の縦覧場所
　⑴　福井県福井市大手３丁目１７番１号
　　　福井県産業労働部商業・市場開拓課
　⑵　福井県福井市手寄１丁目４－１
　　　アオッサ５階
　　　福井市商工労働部商工振興課
７　聴取した意見の縦覧期間および縦覧できる時間帯
　⑴　縦覧期間
　　　公告の日から４月間
　⑵　縦覧できる時間帯
　　　午前８時３０分から午後５時１５分まで

公 　 告
　大規模小売店舗立地法（平成１０年法律第９１号）第６条第１項の規定による大規模小
売店舗の変更届出があったので、同条第３項において準用する同法第５条第３項の規定に
より公告する。
　なお、大規模小売店舗を設置する者がその周辺の生活環境の保持のため配慮すべき事項
について意見を有する者は、同法第８条第２項の規定により、この公告の日から４月以内
に、福井県に対し意見書の提出によりこれを述べることができる。
　　令和６年１２月３日
　　　　　　福井県知事　杉本　達治
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８　意見書の提出先
　　福井県福井市大手３丁目１７番１号
　　福井県産業労働部商業・市場開拓課
　 　
　大規模小売店舗立地法（平成１０年法律第９１号）第８条第１項の規定により小浜市か
ら意見を聴取したので、同条第３項の規定により公告する。
　　令和６年１２月３日
　　　　　　福井県知事　杉本　達治
１　大規模小売店舗の名称および所在地
　　ドラッグコスモス小浜駅前店
　　福井県小浜市駅前町１９号４４番１　外１筆
２ 　大規模小売店舗を設置する者の氏名または名称および住所ならびに法人にあっては代
表者の氏名
　　株式会社コスモス薬品
　　代表取締役　横山　英昭
　　福岡県福岡市博多区博多駅東２丁目１０番１
３　聴取した意見の概要
　・交通について　　　　　　　　　　　　
　　⑴ 　店舗出入口については、小浜小学校の通学路であることから、小浜市教育委員会

および小浜小学校と協議のうえ、登下校時の安全対策を講じること。
　　⑵ 　入口、出口の通学路注意喚起看板に記入する内容（文字）についても、小浜市教

育委員会および小浜小学校と協議すること。
　・騒音の発生について
　　⑴ 　当地は騒音・振動規制区域内であるにもかかわらず、未届出でコンクリート破砕

工事を施工していた経緯がある。このため令和６年１０月には、当工事に関して、
騒音と粉塵に関する苦情が２件寄せられている。今後、店舗建設にあたっては、周
辺環境へ多大な影響を及ぼさないよう騒音・振動規制法など関係法令を遵守のこと
。

　　⑵ 　騒音・振動等について、苦情があった際には、真摯な対応に努め、適切な対策を
施すこと。

　・環境問題について
　　⑴ 　廃棄物について、産業廃棄物および一般廃棄物の区別を正しくし、分別と減量に

努めること。
　　⑵ 　福井県屋外広告物条例および福井県屋外広告物ガイドラインに準じて、周辺の景

観と調和した良好な広告物となるよう、色彩等に配慮のこと。
　・社会的責任に関する取組みについて
　　⑴ 　届出書１８ページのうち、防災・防犯対策への取組みについて、災害時に店舗を

住民避難場所としての活用や、食料・日用品の提供等について、今後、必要に応じ
て行政に協力のこと。

４　聴取した意見の縦覧場所
　⑴　福井県福井市大手３丁目１７番１号
　　　福井県産業労働部商業・市場開拓課
　⑵　福井県小浜市大手町６－３
　　　小浜市産業部商工振興課
５　聴取した意見の縦覧期間および縦覧できる時間帯
　⑴　縦覧期間
　　　公告の日から１月間
　⑵　縦覧できる時間帯
　　　午前８時３０分から午後５時１５分まで
６　意見書の提出先
　　福井県福井市大手３丁目１７番１号
　　福井県産業労働部商業・市場開拓課
　 　
　建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）第１８条の２第１項の規定により構造計算適
合性判定を行わせることとしたハウスプラス確認検査株式会社から同法第７７条の３５の
８第２項の規定に基づき、次のとおり届出があったので、同条第４項の規定により公告す
る。
　　令和６年１２月３日
　　　　　　福井県知事　杉本　達治
１　変更の内容
　　指定構造計算適合性判定機関の名称
　　変更前　ハウスプラス確認検査株式会社
　　変更後　ハウスプラス住宅保証株式会社
２　変更年月日
　　令和６年１２月１日
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福井県選挙管理委員会告示第９６号 

 公職選挙法事務規程の一部を改正する告示を次のように定める。 

  令和６年１２月３日 

      福井県選挙管理委員会 委員長 金井 亨 

   公職選挙法事務規程の一部を改正する告示 

 公職選挙法事務規程（昭和２９年福井県選挙管理委員会告示第１６号）の一部を次のように改正する。 

 次の表の改正前欄に掲げる規定を同表の改正後欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。 

改正後 改正前 
  

別表第２（第５０条関係） 

 １ 病院 

指定病院等名 指定病院等所在地 

（略） （略） 

福井総合病院 （略） 

医療法人積善会猪原病院 敦賀市ひばりケ丘町２４９番

地 

医療法人保仁会泉ヶ丘病院 （略） 

（略） （略） 

 ２ 介護老人保健施設 

指定病院等名 指定病院等所在地 

（略） （略） 

医療法人保仁会老人保健施設湯の里ナー

シングホーム 

（略） 

介護老人保健施設ヒバリヒルズ 敦賀市ひばりケ丘町２４９番

地 

公立小浜病院組合老人保健施設「アクー

ル若狭」 

（略） 

（略） （略） 

老人保健施設坂井ケアセンター （略）  
 

  
独立行政法人地域医療機能推進機構若狭

高浜病院附属介護老人保健施設 

（略） 

（略） （略） 

別表第２（第５０条関係） 

 １ 病院 

指定病院等名 指定病院等所在地 

（略） （略） 

福井総合病院 （略） 

医療法人積善会猪原病院 敦賀市櫛林３２号５番地の２ 

  
医療法人保仁会泉ヶ丘病院 （略） 

（略） （略） 

 ２ 介護老人保健施設 

指定病院等名 指定病院等所在地 

（略） （略） 

医療法人保仁会老人保健施設湯の里ナー

シングホーム 

（略） 

老人保健施設ヒバリヒルズ 敦賀市櫛林３２号５番地の２ 

  
公立小浜病院組合老人保健施設「アクー

ル若狭」 

（略） 

（略） （略） 

老人保健施設坂井ケアセンター （略） 

老人保健施設丹生ケアセンターひまわり

荘 

丹生郡越前町四ツ杉第３号１

０番地 

独立行政法人地域医療機能推進機構若狭

高浜病院附属介護老人保健施設 

（略） 

（略） （略） 

選挙管理委員会告示
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   附 則 

 この告示は、令和６年１２月３日から施行する。 

３ 老人ホーム  ３ 老人ホーム 

指定病院等名 指定病院等所在地 

（略） （略） 

特別養護老人ホーム新田塚ハウス （略） 

特別養護老人ホーム藤島園 福井市高木中央３丁目１７０

１番地  
宝殊苑 （略） 

（略） （略） 

特別養護老人ホームすみれ荘 （略） 

ケアハウス藤島園 福井市高木中央３丁目１７０

１番地  
ケアハウスラフィナート浅水 （略） 

（略） （略） 

特別養護老人ホーム海楽園 （略） 

特別養護老人ホームやすらぎ荘 丹生郡越前町織田第１０２号

８１番地 

特別養護老人ホーム丹生ケアセンターひ

まわり荘 

丹生郡越前町四ツ杉第３号１

０番地 

特別養護老人ホーム湖岳の郷 （略） 

（略） （略） 

 ４・５ （略） 

指定病院等名 指定病院等所在地 

（略） （略） 

特別養護老人ホーム新田塚ハウス （略） 

特別養護老人ホーム藤島園 福井市高木町第８２号３６番

地の１ 

宝殊苑 （略） 

（略） （略） 

特別養護老人ホームすみれ荘 （略） 

ケアハウス藤島園 福井市高木町第８２号３６番

地の１ 

ケアハウスラフィナート浅水 （略） 

（略） （略） 

特別養護老人ホーム海楽園 （略） 

特別養護老人ホームやすらぎ荘 丹生郡越前町織田第８３号２

４番地の１ 

 

 

 

特別養護老人ホーム湖岳の郷 （略） 

（略） （略） 

４・５ （略） 
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福井県公安委員会告示第１２０号
　道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）第９９条の３第４項第１号イに規定する教習
指導員審査（以下「審査」という。）を行うので、技能検定員審査等に関する規則（平成
６年国家公安委員会規則第３号）第１０条第２項において準用する同規則第２条の規定に
より、次のとおり公示する。
　　令和６年１２月３日
　　　　　　福井県公安委員会
　　　　　　　委員長　禿　了修
１　審査の種類、期日および場所
　⑴　種類
　　　教習指導員審査（普通）
　⑵　期日
　　　令和７年１月１７日（金）
　⑶　場所
　　　坂井市春江町針原第５８号１０番地
　　　福井県警察本部交通部運転免許課
２　審査の申請手続に関する事項
　⑴　申請に必要な書類
　　ア　審査申請書
　　イ　運転免許証の写し
　　ウ　次のいずれかに該当する者は、それぞれに該当することを証する書面
　　　ア 　過去１年以内に審査を受け、当該審査において３⑵の表の中欄に掲げる審査細

目のいずれかについて同表の右欄に定める合格基準に達する成績を得た者
　　　イ 　過去１年以内に技能検定、技能教習または学科教習についての技能または知識

に関する講習で国家公安委員会が指定するものを修了した者
　　　ウ　技能検定員資格者証の交付を受けた者
　　　エ　他の種類の免許に係る教習指導員資格者証の交付を受けた者
　⑵　提出先
　　　坂井市春江町針原第５８号１０番地
　　　福井県警察本部交通部運転免許課
　⑶　提出期限
　　　令和６年１２月１３日（金）
３　その他審査の実施に関し必要な事項
　⑴　審査を受けようとする者の資格要件

　　　教習指導員審査（普通）
　　　当該審査に用いられる自動車を運転することができる免許を受けていること。
　⑵　審査方法およびその合格基準
　　　教習指導員審査（普通）
　　 　次の表の左欄に掲げる審査項目に応じ、それぞれ同表の中欄に掲げる審査細目につ
いて、同表の右欄に掲げる審査方法等により行う。

審査項目 審 査 細 目 審 査 方 法 等

教習に関
する技能

教習指導員として必要
な自動車の運転技能

技能試験の方法に準じて行うものと
し、その合格基準は８５パーセント
以上の成績であること。

技能教習に必要な教習
の技能

実技試験または面接試験により行う
ものとし、その合格基準はそれぞれ
８０パーセント以上の成績であるこ
と。

学科教習に必要な教習
の技能

教習に関
する知識

教則の内容となってい
る事項その他自動車の
運転に関する知識

論文式、択一式、補完式または正誤
式の筆記試験により行うものとし、
その合格基準は、論文式のものは８
５パーセント以上、その他のものは
９５パーセント以上の成績であるこ
と。

自動車教習所に関する
法令についての知識

教習指導員として必要
な教育についての知識

面接試験または論文式の筆記試験に
より行うものとし、その合格基準は
、それぞれ８０パーセント以上の成
績であること｡

　⑶　審査に関する問合せ等
　　　坂井市春江町針原第５８号１０番地
　　　福井県警察本部交通部運転免許課（電話　０７７６－５１－２８２０）

公安委員会告示
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